

















This study investigated the effects of emotional valence and arousal on recall and recognition memory for emotional 
stimuli. Two experiments were conducted that presented pictures arousing emotion and measured the memory 
performance for these stimuli. Experiment 1 tested recall memory, while experiment 2 tested recognition memory. Results 
from experiment 1 showed that arousal increased recall memory performance for negative stimuli, but not for positive 
stimuli. In experiment 2, however, arousal increased recognition memory performance regardless of valence.
 These results suggest the possibility that the effects of emotion valence and arousal on memory performance differ 







& Loftus, 1987; Kramer, Buckhout, Fox, Widman & Tursche, 1991; Loftus & Burns, 1982;）。一方で，喚起される感情
の方向性（感情価：valence）や，感情の強さ（覚醒度：arousal; 野畑・越智，2005）といった感情の要因が認
知的なプロセスに与える影響を検討する研究もある（e.g.,  Becker, 2012; Bradley, Greenwald, Petry, & Lang, 1992; 













れている（Combrain, D’Argembeau, Van der Linden, & Aldenhoff, 2004; Kensinger, Garoff-Eaton, & Schacter, 2007; 
Kern, Libkuman, & Otani, 2002; Mather & Nesmith, 2008; Ochsner, 2000）。一方，ポジティブ刺激においては，ネ
ガティブ刺激よりも記憶成績が高くなる場合（Libkuman, Stabler, & Otani, 2004），ネガティブ刺激より高いと














覚醒度によって，鮮明かつ正確に記憶される（Bywaters et al., 2004; Talmi, 2013），精緻化が促進される
（Christianson, 1992），といった報告は多くあり，また，脳科学的な観点から，情動喚起刺激によって，ニュー
トラルな刺激が呈示された場合よりも，感情や記憶との関連が深い部位である扁桃体が活性化するという知見





























































の値によって刺激を 4条件（ポジティブ -高覚醒 , ポジティブ -低覚醒 , ネガティブ -高覚醒 , ネガティブ -低
覚醒）に分類する。
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感情価と覚醒度の二軸で分け，4条件（ポジティブ -高覚醒／ポジティブ -低覚醒／ネガティブ -高覚醒／ネ
ガティブ -低覚醒）に分類したものを実験で呈示する刺激として用いることとした。分類の基準として，感情
価および覚醒度の平均値± 0.5SDを算出し，この基準よりも高い／低い値に位置する写真をそれぞれポジティ












　実験参加者　19-24歳の大学生・院生 44名 （男性 16名，女性 28名，中央値 =20歳）が実験に参加した。こ
のうち，データに不備のあった 2名を除き，42名を分析対象とした。
　実験計画　感情価 2（ポジティブ／ネガティブ）×覚醒度 2（高／低）の 2要因参加者内計画であった。
　材料　予備調査で選定された画像刺激 48枚を情動喚起刺激として用いた（ポジティブ -高覚醒／ポジティブ -















の主効果（F（1, 41）=42.22, p<.001, η2=0.14），および交互作用（F（1, 41）=63.99, p<.001, η2=0.18）が有意で
あった。また，単純主効果の検定の結果，高覚醒刺激，低覚醒刺激の両条件における感情価の効果と，ネガテ
ィブ刺激における覚醒度の効果が有意であった（ps<.001）。しかし，感情価の主効果については有意とはなら

































　実験参加者　19-25歳の大学生・院生 15名（男性 12名，女性 3名，中央値 =19歳）が実験に参加した。こ
のうち，データに不備のあった 1名を除き，14名のデータを分析対象とした。呈示される学習項目のカウン
ターバランスをとるため，参加者は写真セットAを学習する条件とセットBを学習する条件に振り分けられた。
　実験計画　感情価 2（ポジティブ／ネガティブ）×覚醒度 2（高／低）の 2要因参加者内計画であった。
　材料　呈示刺激として，様々な種類の写真を使用した。写真は，学習／新項目となるターゲット項目として，
実験 1で使用された 48枚（ポジティブ -高覚醒／ネガティブ -高覚醒／ポジティブ -低覚醒／ネガティブ -低
覚醒条件各 12枚），再認テストの際のディストラクター項目として 48枚，天井効果を防ぐための学習フィラ
ー項目として 48枚，計 144枚から構成される。ターゲット項目の 48枚に関しては，感情価・覚醒度の 4条件

































































































=19.20, p<.001, η2=0.14）。しかし，感情価の主効果（F（1, 13）=1.14, p=.30, η2 =0.01）および交互作用（F（1, 
13）=0.63, p=.44, η2 =0.01）に関してはいずれも有意とはならなかった。すなわち，刺激の覚醒度が高いほど，
Remember判断率も高いという結果が示され，記憶の回想を反映させた Remember判断において覚醒度が影響
を及ぼすということが示唆された。
　一方，熟知性（Familiarity）についても同様に分析を行ったところ，感情価（F（1, 13）=0.03, p=.88, 




2　 4条件のフォールスアラーム率はそれぞれ，ポジティブ -高覚醒 =.00，ポジティブ -低覚醒 =.06，ネガティブ -高覚醒
=.04，ネガティブ -低覚醒 =.04であった。
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